
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員だよりが“５０号” 
平成１６年（２００４年）６月に第１号が「こ

んにちは、教育長室です。」がスタート。 

更に、開かれた教育委員会は、教育委員自ら

が学び、情報発信をすることを目指し、教育委員

の手による「こんにちは教育委員です。」が、同

年１０月に新たなスタートをいたしました。早い

もので、３年５ヶ月が過ぎ、増刊号も含め今月で

５０号を迎えました。 

今後も、教育委員をはじめ、事務局が一体とな

り本町の教育推進に努めてまいります。 
 

 

神丘小学校が１０９年の歴史に幕 
神丘小学校で、２月２４日（日）１５０人が出

席し、１０９年の歴史に感謝する閉校式とお別れ

会が開催されました。統合の決定をしてからわず

か４ヶ月でしたが、児童は勿論ですが、教職員、

保護者、自治会、教

育委員会が一体とな

り準備を進めてきま

した。 

 式典では、林校長

の式辞の後、全児童

９人一人一人による

呼びかけが行われ、学校の思い出や感謝の気持ち

が立派に発表され、会場から大きな拍手が贈られ

ました。 

 ４月からは、今金

小学校の児童となる

ため、２７日には、

スクールバスの登下

校乗車体験や今金小

学校のそれぞれの学

年クラスに入っての授業や給食などの学校体験

も実施されました。 

 多くの思い出を刻み、多くの皆様に育てられた

神丘小学校は、「ふるさとに立ち、ふるさとを学

ぶ学校」“ふるさとの学舎”であったにちがいあ

りません。長きに渡る歴史の中で子ども達の教育に

多大のご指導とご厚情をいただいた皆様に心より

感謝を申し上げます。 

 

『今金町の教育を語る夕べ』 
～今金町教育委員ＯＢ、現職委員交流のつどい～ 

去る、２月２３日（土）、オープンほやほやのホ

テルいまかねを会場に「今金町の教育を語る夕べ」

が開催されまし

た。懇談の中で

は、ＯＢからは、

「今金中学校の

統合問題」、「今

金高等養護学校

の誘致運動から

決定までの経

過」、「火事による２校の消失」、「国旗・国歌等をめ

ぐる教職員組合との対応」など当時の苦労話や今日

的な問題として檜山教育局の存続問題、学校教育を

取り巻く環境など多くの話題で意見交換が行われ、

懐かしさとともに今後の今金町の教育に対する大

きな激励と示唆をいただく機会となりました。 

 

第１回今金町定例町議会開催 
 去る、３月１１日、第１回定例町議会が開催され

「平成２０年度今金町

教育行政執行方針」を述

べさせていただきまし

た。学校教育・社会教育

の重点施策は、次の１６

項目を中心に推進して

まいります。 

〈学校教育分野〉 

１．教職員の指導能力の向上 

２．学校配置と教育環境の整備 

３．特別支援教育の推進 

４．児童・生徒指導の充実 

５．国際理解教育の推進 

６．学校給食の充実 

７．健康・安全に関する指導の推進 

８．幼稚園教育の推進 

〈社会教育分野〉 

１．家庭や地域の教育力の充実 

２. 青少年の健全育成活動の推進 

３. 高齢者の社会教育活動の推進と地域支援 

４. 芸術文化活動の推進 

５. 子ども読書活動の推進 

６. 国際交流の推進 

７. 生涯スポーツの振興 

８. 文化財保護の推進 
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今年は、『国際ポテト年』 

そして『男爵薯 栽培１００年』 

田  中   稔 
陽ざし軟らかく、道端の法面にふきのとうが芽

吹く３月下旬、馬鈴薯栽培農家は冬季間凍結しな

い様に土で厚く覆った薯穴から種薯を掘り出し

（近年は倉庫貯蔵が増えました）、庭先やビニー

ルハウスで、欲光催芽と云う種薯の日向ぼっこの

作業をします。４月、畑に

播き付けされる種薯が元

気な芽を出すための作業

です。名産品、日本一の「今

金男爵」、今年の栽培作業

が始まります。 

 さて、今年は「国際ポテ

ト年」です。国際○○年と

は、国連に加盟する各国が

１年を通じ、共通でひとつの課題に取り組むもの

で、近年では２００４年が「国際コメ年」でした。 

 ２００８年「国際ポテト年」は、ジャガイモの

原産地国ペルーが提案、世界の各国や国際機関に

よるシンポジウム、技術展覧会など種々の催しが

開かれるようです。 

ジャガイモが持つ栄養の豊かさや食料確保に

果たす役割などについて、認識を高める年となる

でしょう。 

 世界４大作物（トウモロコシ、小麦、米、ジャ

ガイモ）のひとつ、また、世界の主食第１位のジ

ャガイモ（２位コメ、３位小麦、４位バナナ）。

人類の祖先が南米大陸の高地（標高２５００～３

５００Ｍ）に移動し出会ったのが、ジャガイモの

祖先種です。安定的な食料が確保出来てインカ帝

国の繁栄を支えました。欧州に渡ってからは、多

くの戦乱の中、地上部が荒らされても寒くても良

く育ち、収穫できる作物として栽培が広がりまし

た。 

 ジャガイモは、でんぷんやビタミンＣを含み、

飢饉を救いおなかを満たして来た優良な食料で

す。近年は多種多様な料理が工夫されております

し、品種によりアントシアニンなどの成分も含ま

れ、インフルエンザの予防への利用などの研究も進

められているそうです。 

 世界に７，５００程の品種があり、中国、ロシア、

インド、アメリカ、東ヨーロッパで生産が多く、世

界の生産量は２００５年３億３，２１０万トン（消

費量はアジアより欧米の方が多い）。日本では、明

治維新以降に作付けが本格的に広まり、２００６年

全国の作付け面積は、８６，６００ｈａ、生産量２

６４万３千トン程で、北海道が面積、量とも８割を

占めています。 

２００７年、今金町の作付けは４９０ｈａ、生産

量は約１６，５００トンです。 

 また、今年は、土佐出身の川田龍吉男爵（かわだ

りょうきち、1856～1951、

英国に留学し造船技術

を学び横浜ドッグ、函館

ドッグを経営した実業

家）が、１９０８年七飯

の農場で英国から輸入

したジャガイモの栽培

を始めてから百年。これが後に「男爵薯」として全

国に広まりました。（詳しくは、北斗市当別の男爵

資料館を訪ねてみて下さい） 

 今金は男爵薯の産地「今金男爵」として日本一の

評価を得て居ります。長年に亘り、作付け品種を「男

爵」に絞り、栽培技術の向上や流通対策などに先輩

諸氏、各関係機関、生産者がたゆまぬ努力をして来

た賜物と思います。６月下旬から畑地帯に広がる薄

紫色の男爵の花、景観も地域の大きな財産です。栽

培体験や料理でおおいに利用し、町民あげて、多く

の機会を通じて、一層「今金男爵」を守り、育て、

親しみたいものです。 

今月は、田中教育委員です。 


